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【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年10月1日(2013.10.1)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
皮膚疾患の治療のための装置であって、
装置のためのハウジング部材（２７、１０２、１２９、１５５）と、
ハウジング部材（２７、１０２、１２９、１５５）に取り付けられるようになっているブ
ラシヘッド部材（１０４、１３６、１４６、１６７、１８０）であって、複数の毛の房の
個別のリング（１０６、１０８、１５０；１１２－１１７）を含む第１の内側部分（１３
８）を備え、該第１の内側部分（１３８）は５－２０度の範囲内の選択した角度で且つ６
０－２００ヘルツの範囲内の周波数で、中立又は休止位置で前後に回転を伴って振動され
、前記毛の房が振動した結果として皮膚上に部分的な剪断応力を生ぜしめ、皮膚に損傷を
生ずることなく皮膚を効果的にクリーニングする、前記ブラシヘッド部材（１０４、１３
６、１４６、１６７、１８０）と、
　ブラシヘッド部材（１０４、１３６、１４６、１６７、１８０）を前後に振動させるこ
とにより、前記第１の内側部分（１３８）を振動運動を伴うよう駆動する駆動アセンブリ
（１２７、１３２、１６５、１７６、１９３）と、
　前記ブラシヘッド部材内にその周縁に対して離間し且つ同心に配置された複数の光源（
１２４、１２６、１３０、１３３、１３４、１４０、１４２、１４４、１４８、１５４、
１５８－１６２、１６６、１６８、１７０、１８２、１８６、１８８、１９１）であって
、該光源は、該光源からの光が、ブラシヘッド部材から、前記皮膚が前記ブラシヘッド部
材の動作により生じた前記部分的な剪断応力により同時に曲げられた皮膚領域内の皮膚へ
向けられるときに、選択された皮膚疾患の治療に適した波長を有する前記光源とを備え、
　前記皮膚上の剪断応力が迅速な態様で皮膚を曲げ、これにより、光源からの光が特定の
時間だけ異なる角度で皮膚の治療領域に到達接触し、しかもブラシヘッド部材及び前記複
数の光源は共に移動し且つ前記ハウジング部材から共に除去可能である、装置。
【請求項２】
光は単色である、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
治療される皮膚疾患は、ニキビである、請求項２に記載の装置。
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【請求項４】
皮膚疾患は、皮膚の若返り、コラーゲン処理、皮膚感染症、皮膚の色素沈着、瘢痕組織低
減、乾癬、脂漏症、皮膚炎、創傷治癒、皮膚の抗加齢、抜け毛、脱毛および皮膚がんの１
つ又はそれ以上である、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
皮膚疾患の治療に適した光を生成する複数の光源（１２４、１２６・・・１９１）を備え
る、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
光源（１２４、１２６・・・１９１）は、すべて同じ波長を有する、請求項５に記載の装
置。
【請求項７】
光源（１２４、１２６・・・１９１）は、２つ以上の波長を有する、請求項５に記載の装
置。
【請求項８】
光源（１２４、１２６・・・１９１）は、単色である、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
光は、連続光である、請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
光は、パルス光である、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
光源（１２４、１２６・・・１９１）は、ブラシヘッドから離れたハウジング内に光エミ
ッタを備えている、請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第１部分から透明な毛（１２４）を通
して向けられる、請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第１部分から、第１部分の開口に配置
された光導波管を通して向けられる、請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第２部分（１５０）の透明な毛（１４
８、１５９）を通して向けられ、第２部分は第１部分を同心状に取り囲み且つ複数の毛の
房のリング（１０６、１０８、１５０；１１２－１１７）を備え、第２部分（１５０）は
動作中において静止したままである、請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第２部分の開口に配置された光導波管
を通して伝達され、第２部分は第１部分の周りにおいて静止状態で同心状である、請求項
１１に記載の装置。
【請求項１６】
光は、ブラシヘッドの中心近傍に位置する一つ又はそれ以上の光導波管（１６６、１６８
，１７０、１８２、１８６、１８８）から向けられる、請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
光源（１２４、１２６・・・１９１）は、ブラシヘッドに配置された光エミッタを備える
、請求項１に記載の装置。
【請求項１８】
光エミッタは、ブラシヘッドの第１部分にある、請求項１７に記載の装置。
【請求項１９】
光エミッタはブラシヘッドの第２部分にあり、第２部分は第１部分の周りにおいて静止状
態で同心状である、請求項１７に記載の装置。
【請求項２０】
光エミッタは、ブラシヘッドの中心の近傍にある、請求項１７に記載の装置。
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【請求項２１】
更に、ブラシヘッドと皮膚との間の接触を検知するための回路（１９０）と、皮膚との接
触がなされたという検出回路からの指示に応答して光源（１２４、１２６・・・１９１）
をオンにする制御回路（１９６）を備え、その結果として光がブラシヘッドから向けられ
る、請求項１に記載の装置。
【請求項２２】
制御回路（１９６）は、ブラシヘッドと皮膚との接触が無くなった場合に光源（１２４、
１２６・・・１９１）をオフにする、請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
更に、ブラシヘッド部材（１０４、１３６、１４６、１６７、１８０）によって作用され
た領域における皮膚に対して皮膚治療製剤を付与するためのアセンブリを備える、請求項
１に記載の装置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
剪断応力によって皮膚を曲げ、小さな範囲の皮膚を剥離させる振動動力ブラシの組合せで
、皮膚に損傷を与えることなく毛穴を開き、皮膚疾患の治療に関連する特定波長を有する
複数の光源の組合せによって、皮膚治療を遂行する際に光の使用に関する著しく高めた効
率を単独で提供する。特に、光源／皮膚ブラシは、高い効能のために、ニキビに対するポ
ルフィリンバクテリアのような特定の病原体を標的とする光の効果を増強する。迅速な方
法で皮膚を曲げることは、一方向にだけ伝搬すると知られている光を、長い所望の期間内
で、静止した皮膚表面上を光線が単に通過ことで通常生じるよりも広い治療領域で異なる
角度から接触させることを可能にする。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
特に必要な場合は、ブラシの振動作用によって皮膚を曲げることは、光反応製剤を一層よ
く吸収させることができる。これは、光自体によって生成される、病原性の有機物あるい
は癌細胞の数や、あるいは他の治療作用を低減する効果を増加させる。増加した吸収性は
、ブラシ作用の１つの効果であり、そして光源は製剤を含んだ病原体あるいは細胞を活性
化することができる。これは、死滅している皮膚細胞および表面の残骸の除去により、皮
膚により深く浸透する製剤と光がより有効な結果を実現する。その製剤は、ポンプか同様
の作用の助けで器具の供給源を通じて供給するか、あるいは器具からは放している手など
によって個別に供給され、その後上記したような治療の光を伴うブラシヘッド作用が適用
される。製剤の付与と治療光皮膚ブラシの使用の間の時間は、特定の製剤に依存して変化
する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
発明の好ましい実施例は例示の目的のために記述されたが、様々な変更、修正および置換
が、発明（それは後続の請求項によって定義される）の思想内で可能であることが理解さ
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れるであろう。なお本願の当初の請求項の記載は次の通りである。
（請求項１）
皮膚疾患の治療のための装置であって、
装置のためのハウジング部材と、
ハウジング部材に取り付けられるようになっているブラシヘッド部材であって、複数の毛
の房のリングを含み、且つ動作中に選択された角度にわたって振動する第１の部分を備え
るブラシヘッド部材と、
ブラシヘッド部材のための駆動アセンブリと、
選択された皮膚疾患の治療に適した波長を有する少なくとも１つの光源を備え、光はブラ
シヘッド部材から向けられる、装置。
（請求項２）
光は単色である、請求項１に記載の装置。
（請求項３）
治療される皮膚疾患は、ニキビである、請求項２に記載の装置。
（請求項４）
皮膚疾患は、皮膚の若返り、コラーゲン処理、皮膚感染症、皮膚の色素沈着、瘢痕組織低
減、乾癬、脂漏症、皮膚炎、創傷治癒、皮膚の抗加齢、抜け毛、脱毛および皮膚がんの１
つ又はそれ以上である、請求項１に記載の装置。
（請求項５）
皮膚疾患の治療に適した光を生成する複数の光源を備える、請求項１に記載の装置。
（請求項６）
光源は、すべて同じ波長を有する、請求項５に記載の装置。
（請求項７）
光源は、２つ以上の波長を有する、請求項５に記載の装置。
（請求項８）
光源は、単色である、請求項７に記載の装置。
（請求項９）
光は、連続光である、請求項１に記載の装置。
（請求項１０）
光は、パルス光である、請求項１に記載の装置。
（請求項１１）
光源は、ブラシヘッドから離れたハウジング内に光エミッタを備えている、請求項１に記
載の装置。
（請求項１２）
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第１部分から透明な毛を通して向けら
れる、請求項１１に記載の装置。
（請求項１３）
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第１部分から、第１部分の開口に配置
された光導波管を通して向けられる、請求項１１に記載の装置。
（請求項１４）
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第２部分の透明な毛を通して向けられ
、第２部分は第１部分を同心状に取り囲み且つ複数の毛の房のリングを備え、第２部分は
動作中において静止したままである、請求項１１に記載の装置。
（請求項１５）
一つまたは二つ以上の波長の光は、ブラシヘッドの第２部分の開口に配置された光導波管
を通して伝達され、第２部分は第１部分の周りにおいて静止状態で同心状である、請求項
１１に記載の装置。
（請求項１６）
光は、ブラシヘッドの中心近傍に位置する一つ又はそれ以上の光導波管から向けられる、
請求項１１に記載の装置。
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（請求項１７）
光源は、ブラシヘッドに配置された光エミッタを備える、請求項１に記載の装置。
（請求項１８）
光エミッタは、ブラシヘッドの第１部分にある、請求項１７に記載の装置。
（請求項１９）
光エミッタはブラシヘッドの第２部分にあり、第２部分は第１部分の周りにおいて静止状
態で同心状である、請求項１７に記載の装置。
（請求項２０）
光エミッタは、ブラシヘッドの中心の近傍にある、請求項１７に記載の装置。
（請求項２１）
更に、ブラシヘッドと皮膚との間の接触を検知するための回路と、皮膚との接触がなされ
たという検出回路からの指示に応答して光源をオンにする制御回路を備え、その結果とし
て光がブラシヘッドから向けられる、請求項１に記載の装置。
（請求項２２）
制御回路は、ブラシヘッドと皮膚との接触が無くなった場合に光源をオフにする、請求項
２１に記載の装置。
（請求項２３）
更に、ブラシヘッド部材によって作用された領域における皮膚に対して皮膚治療製剤を付
与するためのアセンブリを備える、請求項１に記載の装置。
（請求項２４）
皮膚疾患の治療のための方法であって、
皮膚を損傷させることなく反対方向に皮膚を伸ばすために、選択された周波数で選択され
た角度にわたって回転する皮膚ブラシ器具によって皮膚に往復の応力作用を付与し、
皮膚ブラシのブラシヘッド部から皮膚ブラシによって応力作用が付与された領域へ、選択
された皮膚疾患の治療に適した少なくとも一つの波長を有する光を照射する、方法。
（請求項２５）
選択された周波数は６０～７００Ｈｚの範囲内である、請求項２４に記載の方法。
（請求項２６）
皮膚疾患はニキビである、請求項２４に記載の方法。
（請求項２７）
皮膚疾患は、皮膚の若返り、コラーゲン処理、皮膚感染症、皮膚の色素沈着、瘢痕組織低
減、乾癬、脂漏症、皮膚炎、創傷治癒、皮膚の抗加齢、抜け毛、脱毛および皮膚がんの１
つ又はそれ以上である、請求項２４に記載の方法。
（請求項２８）
更に、皮膚の前記領域へ、選択された皮膚疾患の治療のための皮膚製剤を付与するステッ
プを含み、皮膚製剤の効果は光の作用および／又はブラシの作用によって増強される、請
求項２４に記載の方法。
（請求項２９）
更に、皮膚の前記領域へ、選択された皮膚疾患の治療のための皮膚製剤を付与するステッ
プを含み、光の効果は製剤によって増強される、請求項２４に記載の方法。
（請求項３０）
光は、複数の光源によって生成される、請求項２４に記載の方法。
（請求項３１）
光源は、単一の波長を有する、請求項３０に記載の方法。
（請求項３２）
光源は、二つ以上の波長を有する、請求項３０に記載の方法。
（請求項３３）
複数の光源は、ブラシヘッドの第１の回転部分にある、請求項３０に記載の方法。
（請求項３４）
光源は、ブラシヘッドの静止部分である第２の部分にある、請求項３０に記載の方法。
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（請求項３５）
光源は、器具のハンドル部に配置された光エミッタを備え、光エミッタからの光は器具の
ブラシヘッドから向けられる、請求項２４に記載の方法。
（請求項３６）
光源は、器具のブラシヘッドに配置された光エミッタを備える、請求項２４に記載の方法
。
（請求項３７）
光源は、連続光である、請求項２４に記載の方法。
（請求項３８）
光源は、パルス光である、請求項２４に記載の方法。
（請求項３９）
皮膚疾患の治療のための装置であって、
装置のためのハウジング部材と、
ハウジング部材に取り付けられるようになっているブラシヘッド部材であって、複数の毛
の房を備えると共に停止／中立位置に関して往復移動する第１部分と、
ブラシヘッド部材のための駆動アセンブリと、
選択された皮膚疾患の治療に適した波長を有する少なくとも１つの光源とを備え、光はブ
ラシヘッド部材から向けられる、装置。


	header
	written-amendment

